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詳しくは社会福祉協議会まで。※古紙・古布を回収しています。 ※音訳CDを作成しています。

10 月１日より赤い羽根共同募金運動が始まります
一人ひとりの優しい気持ちが、新宮町の福祉を支えています。

～赤い羽根つなぐ地域と笑顔の輪～  赤い羽根共同募金
（平成29年度 赤い羽根キャッチフレーズ）

新宮町を良くするしくみ
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赤い羽根共同募金にご協力をお願いします!
今年も 10 月１日～ 12 月 31 日から赤い羽根共同募金運動が始まります！

赤い羽根共同募金は地域福祉推進のための重要な財源となっています。
募金の約 75% は、新宮町を良くするために 使われています。

　集まった募金の約 75％は、募金をいただいた地域で使われています。残りの 25％は、みなさ
んの住んでいる市区町村を超えた広域的な課題を解決するための活動に、都道府県の範囲内で使
われています。また、大規模な災害が起こった際のそなえとして、各都道府県の共同募金会では、
募金額の一部を「災害等準備金」として積み立てています。この積み立ては、大規模災害が起こっ
た際に、災害ボランティア活動支援など、被災地を応援するために使われています。
　新宮町がもっと住みよい町になりますように、今年もご協力をお願いいたします。

募金は次のようないろいろな形でご協力を頂いています

各家庭の
戸別募金

各事業所の
事業所募金

クオカードや
バッジ購入
資材募金

学校や
幼稚園での
学校募金

「まつり新宮」や
駅などで

街頭募金

飲み物購入で
自販機募金

平成29年度目標額

4,562,773円

共同募金会新宮町支会（新宮町社会福祉協議会）

福岡県共同募金会

配分 3,193,941 円 配分 1,368,832 円新宮町の福祉活動へ
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赤い羽根自販機の設置・置き換えにご協力ください！
■赤い羽根自販機とは
　飲み物を購入すると、その売上の一部が、赤い羽根共同募金に寄付される自動販売機のことです。
　販売業者などが、売上に応じて寄付を行い、地域の福祉活動や災害時のボランティア活動の財源
として役立てられます。
　「赤い羽根自販機」は、飲み物を買う人の喉と心を潤す自販機。
　自販機を設置する人、飲み物を買う人、みんなの優しい気持ちで、新宮町がどんどん良くなって
いきます。

　昨年、共同募金の配分金を活用してわたがし機
を購入しました。
　無料で貸し出しを行っておりますので、地域の
イベントなどで活用できます。
　詳しくは、ご相談ください。

　バルーンアートは赤い羽根共同募金配分金でさ
らに活動を拡大することができました。おかげさ
まで地域の子育てや高齢者サロン・ふれあいフェ
スタ等で、バルーンアートを通してたくさんの笑
顔に出会い交流の輪を広げることができました。
今後も皆さんの募金活動を支援しながら、私たち
も地域住民の方がこころ豊かに暮らせるように活
動を続けていきたいと思います。

　「赤い羽根自販機」の設置・置き換えは、基本無料です。また
電気代が安く、CO2 の削減に貢献できる自動販売機です。旧型
の自動販売機から置き換えるだけでも、お財布と環境に優しく
なります。

設置者にも、購入者にも、設置した地域にも、たくさんのメリッ
トがある「赤い羽根自販機」の設置に、ぜひご協力ください。

福祉センターにも赤い羽根自販機を２台設置しています♪

いつでも気軽にできる募金です。

福祉センターにお越しの際はぜひご利用ください。

共同募金を活用した取組みの一例と
｢ありがとうメッセージ｣ わたがし機の貸出しを行っています！
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九州北部豪雨災害支援
　

平
成
29
年
７
月
に
発
生
し
ま
し
た
九
州
北
部
豪

雨
災
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に
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岡
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を
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被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
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。
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県
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７
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災
害
支
援
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
支
援
内
容
が
あ
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す
。
自
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か
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○
募
金
で
支
援

　

募
金
は
12
月
28
日
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受
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。

◯
現
地
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動
で
支
援

●
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①
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③
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。
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！

ご
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す
。

新
宮
町
で
も
街
頭
募
金
を行い

ま
し
た
。

義援金受入口座
金融機関 支店名 口座番号 口座名義

ゆうちょ銀行 口座記号番号
00980−0−332036

福岡県共同募金会
7月大雨災害義援金

福岡銀行 春日原支店
（277）

普通預金
1932835 社会福祉法人福岡県

共同募金会

会長　小
お

川
がわ

弘
ひろ

毅
き西日本シティ

銀行
春日原支店
（003）

普通預金
3063234

現金書留による義援金の送付

郵便局窓口で現金書留により義援金の送付を希望され
る場合は、現金書留用の封筒に「救助用郵便」と明記
いただければ、郵便料金が免除となります。

（あて先）�〒 816-0804　福岡県春日市原町 3-1-7�
クローバープラザ内�
社会福祉法人福岡県共同募金会

ハローデイ新宮中央店

カインズ福岡新宮店

たくさんのボランティア
あ り が と う
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第 1 層協議体のニックネーム決定 !!

　８月１日（火）そぴあしんぐう多目的ホールで第２回第１層協議体が開催されました。
　以前より「協議体」という名称では何をやっているのかわかりにくいし堅いとの意見が
あり、親しみやすいニックネームを決めようとのことで参加者から候補を募集しました。
　その中から参加者の多数決により上記ニックネームに決定しました。

　グループワークでは活発な意見がかわ
され、今後、第１層協議体では、来年２
月に開催予定の報告会（仮）に向けて関
心のあるテーマについて検討を進めてい
きます。

① 子どもの貧困・居場所づくり
② 地域に住む高齢者への支援
③ 高齢者の居場所づくり
④ 地域で活動できる
　　　　　　ボランティアの育成
⑤  情報の発信について

～支え合いのまちづくり推進会議～

皆さんも自分たちの住んでいる地域について
一緒に考えていきませんか。

一緒に地域を作り上げていく仲間を待っています。
参加するには登録が必要です。
下記の窓口で登録いただくか、協議体開催時の受付でも登録できます。

新宮町社会福祉協議会
  TEL 963-0921

新宮町役場健康福祉課
  TEL 962-0239

しんぐるっと

各 班 の テ ー マ
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◆役員（理事・監事）

役 　 職 氏 　 名 役 　 職 氏 　 名

会　長 安武　康雄 理　事 井　　フジミ

副会長 東　　育子 理　事 三上　加代

理　事 吉村　隆信 理　事 進藤　武俊

理　事 小見山　茂 理　事 中村　敬子

理　事 杷野　一彦 監　事 松田　健二

理　事 小峠　　繁 監　事 古賀　ヤヨイ

新宮町社会福祉協議会
役員が改選されました

会長就任あいさつ

　新宮町社会福祉協議会では、役員の任期満了に伴
い今期の新役員が決定しました。
　本会は新宮町の地域福祉を推進するため、区長会、
民生委員・児童委員協議会、福祉施設、ボランティ
ア団体、福祉委員会、行政、財務会計や社会福祉事
業について学識経験を有する人から選出され運営し
ています。

（今期：平成29年６月16日～平成31年６月の定時評議員会まで）

　区長時代は地域の皆
さんが地域で安心して
暮らしていくにはどう
したらよいのか、地域
課題をどう解決してい
くことができるのか考
えておりました。社会
福祉協議会会長とし
て、今後も「安心して
暮らせる地域づくり」
のために地域の方々、
民生委員・児童委員、行政区、福祉団体、企業な
どと連携した協働によるまちづくりをしっかり実
行していきたいと考えております。行政の制度で
は対応できない課題についても民間の良さを最大
限に活用し地域福祉を推進していきたいと思いま
す。
　住民の皆様のご理解・ご協力をどうぞ、よろし
くお願いいたします。

会  長 　 安 武  康 雄

新宮町社会福祉法人連絡会ができました
　新宮町に福祉施設がある社会福祉法人が、情報交換を行い相互の連携を深め地域の課題や困りごとを受け止
め、必要な活動について協働で行っていくため発足しました。
　新宮町には、高齢、障がい、子どもと 3 つの領域の福祉施設があり、それぞれの得意分野や特徴を活かし、
力を合わせて地域の課題を解決していく活動を行っていきます。
　本年度の連絡会では、これからの次世代を育むため、町内の子どもを取り巻く環境の向上について話し合い
をすすめています。

「新宮町の子どもの状況についての学習会」

連絡会参加法人（8 法人　11 事業所）
法人名 施設名 主な種別

福岡コロニー 福岡コロニー 障がい者施設
新宮偕同園 新宮偕同園 高齢者施設
レーヴ福岡 ムネしんぐう 高齢者施設

立花園 障がい者施設
きょうか福祉会 暁華保育園 保育所
未来福祉会 新宮あおぞら保育園 保育所

上府あおぞら保育園 保育所
輔仁会 新宮つぼみ保育園 保育所
聖会 認定こども園新宮杜の宮

コスモス保育園
保育所

認定こども園新宮下府
コスモス保育園

保育所

新宮町社会福祉協議会 新宮町社会福祉協議会 地域福祉
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新宮町ファミリー・サポート・センター TEL 692−9622
FAX 962−6777

 「かんがるーひろば」は、乳幼児とその保護者が気軽に来ておしゃべりしたり、親子で一緒に遊べる
ひろばです。同じ子育て中の親子が交流したり情報交換をして、「仲間の輪」づくりをしてみませんか。

か ん が る ー ひ ろ ば地域子育て支援センター TEL 963−0134
FAX 963−0127

ファミリー・サポート・センターは、育児のお手伝いを行いたい人（まかせて会員）と
子どもを預けたい人（おねがい会員）が会員となり、
センターが仲介して会員同士で支え合う会員組織です。

町内在住で心身ともに健康で自宅で安全に子どもを預かれる方であれば、年齢、性別、資格は問いません

10月、11月の主なイベント
誕生会 10 月 12 日（木）

午前11時から午前11時30分まで

ベビーマッサージ 10 月 13 日（金）
午前11時から午前11時30分まで

転入ママのつどい 10 月 19 日（木）
午前10時から正午まで

布おもちゃ講座① 10 月 26 日（木）
午前10時から午前11時30分まで

布おもちゃ講座② 11 月 2 日（木）
午前10時から午前11時30分まで

布おもちゃ講座③ 11 月 7 日（火）
午前10時から午前11時30分まで

毎月、月齢ごとの講習会、お誕生日会、
親子遊びタイムなど楽しいイベントを
行っています。詳しくはホームページ、
かんがるーだよりをご覧ください。

詳しくは、お問い合わせください
地域子育て支援センター「かんがるーひろば」

 開 所 日	 毎週火～土曜日の週５日
 休 所 日	 月曜、日曜、祝日、お盆、年末年始
 開所時間	 午前9時30分から午後3時30分まで
 場　　所	 新宮町社会福祉センター（桐桜の間）
	 ＊随時、大広間の開放あり
 Ｔ Ｅ Ｌ	 9 6 3 - 0 1 3 4（直）

【まかせて会員講習会参加者募集のお知らせ】
受講料、託児無料（資料代 100 円程度）

※すべての日程に参加できない方には後日補講などを予定しています。（1講座だけでも参加できます）  ■申込締切は11月2日（木）
※保育士・幼稚園教諭免許取得者は②保育の心と子どもの遊びを受講免除とします。

H29．6 月末 現在の会員数
おねがい会員 186 人
まかせて会員 18 人
どっちも会員　　　 12 人
合計　　　　　　　 216 人

日　　時 内　　容 講　師

第1回 11月9日（木）
午前10時から午後0時30分

① ファミリーサポート事業とは
② 保育の心と子どもの遊び

新宮町役場　保健師
立花幼稚園　園長

第2回 11月14日（火）
午前10時から正午 ③ 子どもの発達と理解 福岡女学院看護大学

准教授　原崎先生

第3回 11月16日（木）
午前10時から正午 ④ 子どもの栄養と食生活 管理栄養士

第4回 11月21日（火）
午前10時から正午 ⑤ 子どもの病気と事故の予防と手当 日本赤十字社

第5回 11月24日（金）
午前10時から正午

⑥ お預かり体験
⑦ 会員登録

新宮町は子育て世代が多く、お手伝いを必要としている方がたくさんいます。一
時預かりや保育施設への送迎等、あなたの空いた時間にできる範囲でサポートし
てみませんか？
この活動は有償ボランティアです。
詳しくはホームページをご覧下さい。

電話、窓口で受付しています。　ご参加お待ちしています♪

日時：毎週月曜日　
　　　午前 9 時 30 分から午後 2 時 30 分まで
　　　（祝日、お盆、年末年始はお休み）
　　　＊他にも開催しています。
場所：ギャラリーみかみ（的野 488-1）

出張 ひ ろ ば  自然の中で遊ぼう！
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ボランティアセンター TEL 962−1222
FAX 962−6777

ボランティア活動保険
あんしんして活動するために…

ボランティアをする人が、安心して活動するための保険です。
自分自身のケガや、他人にケガをさせてしまったときにも適用されます。

○ ４つのプランと保険料
　基本Ａタイプ　350 円　　　基本Ｂタイプ　510 円
　天災Ａタイプ　500 円　　　天災Ｂタイプ　710 円

○ 保険金をお支払いする例
（ケガの補償）
　・活動中に転倒などでケガをしてしまった。
　・活動場所と自宅の往復の間で事故にあった。
　・活動中に熱中症になり、身体に障がいを被ってしまった。　など

（賠償責任の補償）
　・配食や給食ボランティア活動で提供した食事で、食中毒を発生させてしまった。
　・車いすの介助ボランティアでケガをさせてしまった。
　・掃除ボランティアで花びんを落とし、壊してしまった。　など

○ 保険金をお支払いできない例
　・故意によるケガ　・海難救助や山岳救助ボランティア
　・野焼き、山焼きを行う森林ボランティア　
　・職務に従事している間の事故　　　など

○ 補償期間（平成 29 年度）
　平成 29 年４月１日午前０時から平成 30 年３月 31 日午後 12 時まで
　※年度中途加入は、加入手続きの完了した日の翌日午前０時から

加入手続きは、
社会福祉センターまたはボランティアセンター窓口まで

お越しください。

被災地支援（朝倉市、東峰村など）、運転ボランティア、
障がい者支援などの活動のために加入されています。

☆平成 29 年度の加入状況（8 月 31 日現在）

14 2 人
※新宮町社会福祉協議会受付分
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ふ れ あ い フ ェ ス タ 開 催 し ま し た

◆ 傾聴ボランティア講座を開催します ◆

第17回
福岡県ねんりんスポーツ・文化祭開催のご案内

　スポーツや文化活動を通じて、生きがいづくり、健康づくり、仲間づくりに取り組みたい！このような思い
を積極的に支援し、はつらつとした高齢社会を築くことを目的に福岡県ねんりんスポーツ・文化祭が開催され
ます。子どもから大人まで楽しめるイベントが盛りだくさんですので、ぜひご参加ください。

　他者と信頼関係を築きたい、「聴く」ことで誰かの役に立ちたいという想いを持っているあなたへ、「傾聴」
の基本的な心構えとスキルが楽しく学べる講座です。
　お気軽にご参加ください。

日 時 10月25日（水）午後1時30分から午後3時30分まで
場 所 新宮町ボランティアセンター２階 研修会議室
参 加 無料
申 込 10月18日(水)までにボランティアセンターへ
内 容 「傾聴とは？」「聴くことの効果」「傾聴の基本スキル」など。 
講 師 田島 聡子 氏

　　合同会社 アウエフキャリア代表  
　　キャリアカウンセラー

日 時 11月11日（土）午前10時から午後４時まで　※入場無料
場 所 若松市民会館（北九州市若松区本町3 - 13 - 1）　大ホール他
内 容 ・記念講演　おぐねぇー〈小椋ケンイチ〉さん（ヘアメイキャップアーティスト）

・合唱フェスティバル（シニア合唱団）
・3世代交流イベント（サイエンスショー、アートムジカ）
・おじいちゃん・おばあちゃんの絵コンクール入賞作展示
・ふれあい市場（「ご当地グルメ」や障がい者の「まごころ製品」が大集合）
・地域文化伝承コーナー（昔ながらの遊び等）

そ の 他 各スポーツ交流大会等の日程等は福岡県社協ホームページ
（http://www.fuku-shakyo.jp/）をご覧ください。

問 い 合 わ せ 同実行委員会事務局（福岡県社協　地域福祉部　共生社会推進課）
TEL　0 9 2 - 5 8 4 - 3 3 7 7

　９月 10 日（日）にふれあいフェスタ 2017（第 16 回）が無事に終了
しました。
　当日は約 1000 人もの人が来てくれました！！
　来場された人たちが、福祉を身近に感じることができる良い機会とな
りました。

《寄付に協力いただいた企業》
（株）フランソア様、（株）まつだ様、カインズ福岡新宮店様
マックスバリュ九州（株）新宮杜の宮店様

ご参加・ご協力いただいた皆様ありがとうございました

「傾聴ボランティア入門講座」受講者募集！
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訪問介護事業所 TEL 963−0922
FAX 963−0127

TEL 963−0921
FAX 963−0127

ヘ ル パ ー 室 だ よ り

社会福祉センターだより
リサイクルを進めよう！

新宮町社会福祉協議会では家庭ででた新聞・雑誌・段ボール・古着等を回収しています。

○回収対象　　新聞、雑誌、段ボール、古着、古布
　　　　　　　※紙類はビニールひも等でまとめてください。
　　　　　　　※布類は中身が見える透明の袋に入れて出してください。
　
○受付日時　　火曜日から日曜日の社会福祉センター開館日
　　　　　　　午前９時から午後５時まで
　　　　　　　※窓口にお声かけ下さい。

　下記の品物は回収できません。ご注意下さい。

　カーテン、布団（毛布はＯＫ）、カーペット、ぬいぐるみ、クッション
　綿・羽毛入りの洋服、座布団、バック・ベルト等の装飾品

☆注意点☆

こんにちは。
今年の夏は、蒸し暑い日が続きましたが、この暑さに

もめげず利用者のみなさんのお宅を、笑顔と一緒に訪問
することが出来ました。

今回は、安部ハルノさん（96歳）を紹介いたします。
ハルノさんは、訪問するといつも笑顔で迎えて下さい

ます。
今の楽しみを聞くと、娘さんと一緒に外出することだ

そうです。
ヘルパーが訪問した時のことを聞くと、「ちょっぴり手

伝いようよ」と言われ、日常の一部になっているとのこと
でした。

これからも今の生活を続けてお元気に過ごして下さい。

来てもらえることで余裕ができ、助かっています。母にも今のまま長生
きしてもらいたいです。

笑顔がとっても素敵なハルノさん。百才まで生きると目標にされています。ヘル
パーはこれからもハルノさんに寄りそいながらサポートしていきたいと思います。

 娘さんより

 ヘルパーより
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編 集 後 記
　もうすぐ９月が終わり、だんだんと秋の気配がしてきました。

　このふくしだより第 94号では、７月に起きた九州北部豪雨災害に関
することを掲載しています。
　私も朝倉市と東峰村にある災害ボランティアセンターの運営支援に行
きました。
　そこでは多くのボランティアの人たちが支援に来られ、みなさんの意
識の高さを実感しました。
　１日も早く現地の人たちが、落ち着いた暮らしができるようになって
ほしいですね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だっちー
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安心して暮らしていただくための相談窓口 相談はすべて無料です。
秘密は固く守ります。

◇心配ごと・福祉なんでも相談◇
  （毎月第2火曜日開催）
みなさんの身のまわりに起こっている苦情や
心配ごとなど、気軽にご相談ください。
●日　時 ： 10月10日（火）
　　　　　11月14日（火）
　　　　　12月12日（火）　
●場　所 ： 新宮町ボランティアセンター　団体事務室
●相談員 ： 人権擁護委員　行政相談員
　　　　　社会福祉協議会職員
●内　容 ： 生活・家庭不和・結婚・近隣の問題

行政に対する苦情、高齢者や家族の悩み、
福祉サービスの利用や金銭管理についての
不安、生きがい活動などの相談
※予約は不要です。午後２時３０分までにお越しください。

◇無料法律相談◇ （隔月開催）
法的な知識を必要とする複雑な問題に対し、弁護士が
適切なアドバイスを行います。
●日　時 ： �11月１5日（水）午後１時から午後４時まで 

※１人あたり３０分
●場　所 ： 新宮町ボランティアセンター　団体事務室
●対　象 ： 原則として町内に住んでいる人

※裁判所で起訴中のもの、弁護士に依頼済みのものは受付　
できません。また、ひとつの内容については１回の利用に　
限ります。

●定　員 ： ６人
●申込受付開始日 ： 11 月 1 日（水）

●申込方法 ： 窓口または電話

午前１０時から午後3時まで
※１人あたり３０分

詳しくは
お問い合わせ

下さい

新宮町社会福祉協議会 （社会福祉センター内）

　　　　（TEL） 963−0921　　（FAX） 963−0127

※予約制。定員になり次第しめきり

　町民の皆様からのご厚意で集められた物品を社会福祉協議会役員・評議員が中心となり、区長会、民生委員・
児童委員協議会、福祉委員会の協力のもと、11 月３日 ( 金 ) にそぴあしんぐう前緑地帯で販売します。売上げは
地域の福祉活動に活用させていただきます。
　町民の皆様のご家庭で眠っている品々を是非ご提供してください。また多くの皆様の来場をお待ちしています。

受 付 期 間 10月16日（月）～10月27日（金）まで

受 付 場 所 お近くの社会福祉協議会役員・評議員、民生委員・児童委員、福祉委員のご自宅、
もしくは社会福祉センターまでお持ち下さい。

バザー用品 家庭用品・日用品・食器・食料品・贈答品等
※新品、未使用品に限ります。
※衣料品・古本は受け付けておりません。

福祉バザー開催日時 11月３日（金）　午前10時から午後0時30分まで

福祉バザー開催場所 そぴあしんぐう前緑地帯
※昨年までと場所が異なります。

問い合わせ先 新宮町社会福祉協議会（社会福祉センター内）
　　　　　ＴＥＬ ９６３－０９２１（代）
　　　　　ＦＡＸ ９６３－０１２７

第２９回　福祉バザー開催！


